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議
員

温
暖
化
や
オ
ゾ
ン
層

の
破
壊
な
ど
地
球
規
模
で
進

展
す
る
環
境
問
題
は
、
非
常

に
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
と

も
に
、
大
変
身
近
で
真
剣
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
で
あ
る
。
本
市
で
は

「
環
境
共
生
・
発
信
都
市
の

実
現
を
め
ざ
す
」
と
し
て
い

る
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か

聞
き
た
い
。

市
長

本
市
の
環
境
共
生
都

市
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

環
境
管
理
シ
ス
テ
ム
一
四
〇

〇
一
の
認
証
を
受
け
、
職
員

の
中
か
ら
内
部
環
境
監
査
員

や
実
行
委
員
を
決
め
、
職
員

の
意
識
啓
発
や
実
践
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
そ
の
応
用
・

発
展
版
と
し
て
、
小
中
学
校

で
は
、
わ
か
ば
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ

と
し
て
児
童
生
徒
た
ち
が
取

り
組
み
、
現
在
、
七
校
が
認

証
校
と
し
て
活
動
し
て
い

る
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

で
は
、
土
屋
公
民
館
や
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
、
市
営
万
田

貝
塚
住
宅
、
馬
入
ふ
れ
あ
い

公
園
内
の
多
目
的
ア
リ
ー
ナ

に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

設
置
を
進
め
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
に
不
断

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
取
り

組
み
の
輪
が
い
ろ
い
ろ
な
分

野
に
広
が
り
、
先
進
的
な
取

り
組
み
も
生
ま
れ
、
環
境
共

生
・
発
信
都
市
の
実
現
が
図

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
員

第
三
次
実
施
計
画
の

中
で
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

市
長

第
三
次
実
施
計
画
の

中
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
が
完
成
後
、
資
源
の
再
利

用
を
促
進
し
、
循
環
型
社
会

議
員

本
市
の
西
部
丘
陵
地

域
は
、
農
地
や
山
林
な
ど
豊

か
な
生
態
系
が
色
濃
く
残
る

地
域
で
あ
る
。
第
二
次
実
施

計
画
に
お
い
て
里
山
づ
く
り

事
業
が
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
な
の
か
。

市
長

豊
か
な
自
然
環
境
の

保
全
と
地
域
資
源
を
次
世
代

を
目
指
し
た
啓
発
・
学
習
活

動
を
充
実
し
て
い
く
。
ま
た
、

自
然
観
察
園
の
整
備
、
自
然

環
境
の
保
全
・
活
用
の
た
め
、

西
部
丘
陵
地
の
自
然
環
境
評

価
の
実
施
や
、
里
山
保
全
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

に
引
き
継
ぐ
た
め
の
取
り
組

み
と
し
て
、
里
山
事
業
や
自

然
観
察
園
の
整
備
事
業
な
ど

は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
里
山
を
取
り
巻
く
状

況
も
単
に
再
生
す
る
に
と
ど

ま
ら
ず
、
農
業
振
興
、
生
態

系
の
保
護
、
文
化
の
伝
承
、

市
民
活
動
の
展
開
、
自
然
学

習
で
の
活
用
な
ど
多
面
的
な

対
応
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
里
山
に
対
す
る
市
民
の

一
体
感
お
よ
び
意
識
の
醸
成

を
図
っ
て
い
く
ほ
か
、
自
然

環
境
保
全
推
進
事
業
の
中

で
、
里
山
保
全
対
策
の
調
査

を
行
い
、
里
山
づ
く
り
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

議
員

里
山
保
全
に
つ
い
て
、

第
三
次
実
施
計
画
の
中
で
、

ど
の
よ
う
に
反
映
し
、
実
現

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

環
境
部
長

第
三
次
実
施
計

画
で
は
、
土
屋
・
吉
沢
地
区

を
対
象
に
、
自
然
環
境
評
価

策
定
事
業
を
十
六
、
十
七
年

度
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
自
然
環
境

を
保
全
す
る
た
め
、
動
植
物

の
生
態
系
や
里
山
と
し
て
の

存
在
価
値
等
を
学
術
的
な
見

地
か
ら
調
査
し
、
そ
の
重
要

度
を
評
価
す
る
と
と
も
に
今

後
の
自
然
保
護
に
生
か
そ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

調
査
結
果
は
、
里
山
保
全
対

策
の
基
本
的
な
資
料
と
し
て

活
用
し
、
施
策
の
展
開
を
図

っ
て
い
く
。

議
員

第
二
次
実
施
計
画
ま

で
一
〇
〇
〇
年
の
森
推
進
事

業
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
こ

の
事
業
は
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

都
市
整
備
部
長

一
〇
〇
〇

年
の
森
推
進
事
業
は
、
実
生

か
ら
の
森
づ
く
り
を
基
本
に

置
い
て
い
る
事
業
で
あ
り
、

第
二
次
実
施
計
画
の
期
間
に

整
備
し
た
三
か
所
に
加
え
、

第
三
次
実
施
計
画
の
中
で
は
、

豊
田
地
内
に
市
民
と
共
に
育

て
上
げ
る
事
業
を
予
定
し
て

い
る
。
今
後
は
、
河
川
緑
化
、

道
路
緑
化
と
併
せ
た
よ
り
広

範
な
取
り
組
み
と
し
て
い
く
。

議
員

市
内
の
道
路
標
識
、

街
路
灯
な
ど
に
は
、
違
法
屋

外
広
告
物
の
は
り
紙
や
捨
て

看
板
が
目
立
ち
、
ま
ち
の
美

観
を
損
ね
て
い
る
状
況
に
あ

る
。
こ
れ
ら
の
撤
去
に
つ
い

て
、
本
市
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。

道
路
部
長

本
市
で
は
、
学

校
周
辺
や
幹
線
道
路
の
は
り

紙
等
を
対
象
と
し
、
年
九
回

前
後
の
撤
去
業
務
を
専
門
業

者
に
委
託
し
て
い
る
。
ま
た
、

道
の
日
な
ど
の
機
会
を
と
ら

え
、
職
員
や
道
路
関
係
団
体

が
合
同
で
道
路
清
掃
と
合
わ

せ
て
撤
去
を
実
施
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
市
内
全
域
の

道
路
を
対
象
と
し
て
、
県
が

主
体
と
な
っ
て
、
年
三
回
の

撤
去
を
実
施
し
て
い
る
。

議
員

は
り
紙
を
撤
去
し
て

も
は
が
し
た
跡
が
残
る
。
何

ら
か
の
手
立
て
は
な
い
の
か
。

道
路
部
長

は
り
紙
等
の

「
の
り
」
の
粘
着
力
は
、
年

々
強
力
に
な
っ
て
い
る
の
が

実
情
で
あ
る
。
こ
の
状
況
を

改
善
す
る
た
め
の
調
査
検
討

を
重
ね
た
結
果
、
は
り
紙
、

落
書
き
の
防
止
に
相
当
の
効

果
が
期
待
で
き
る
特
殊
な
塗

料
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
現

状
で
は
、
そ
の
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
は
試
行
段
階
で
あ
る
が
、

来
年
度
に
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
地
域
を
選
定
し
導
入
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

違
法
屋
外
広
告
物
を

抑
制
す
る
た
め
に
は
、
地
域

の
人
た
ち
の
協
力
も
必
要
と

思
う
が
ど
う
か
。

道
路
部
長

市
民
の
方
々
の

円
滑
な
協
力
が
得
ら
れ
る
よ

う
、
県
の
屋
外
広
告
物
条
例

の
委
任
を
受
け
る
検
討
を
進

め
る
と
共
に
、
市
民
の
方
々

だ
け
で
、
は
り
紙
等
の
撤
去

活
動
が
可
能
と
な
る
違
法
屋

外
広
告
物
除
却
協
力
員
制
度

に
つ
い
て
、
来
年
度
か
ら
の

導
入
に
向
け
て
、
平
塚
土
木

事
務
所
と
の
協
議
を
行
っ
て

い
る
。

用
が
お
お
む
ね
順
調
に
推
移

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員

給
付
費
の
増
大
に
伴

う
介
護
保
険
財
政
の
運
営
維

持
や
低
所
得
者
対
策
の
確
立

な
ど
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

市
長

全
国
市
長
会
を
通
じ

て
介
護
保
険
財
政
の
健
全
運

営
の
た
め
、
十
分
か
つ
適
切

な
支
援
措
置
を
講
じ
る
こ
と

や
、
低
所
得
者
対
策
に
つ
い

て
も
、
国
の
制
度
と
し
て
財

政
措
置
を
含
め
た
総
合
的
な

対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
要
望

し
て
い
る
。
介
護
保
険
制
度

は
、
施
行
五
年
で
大
幅
な
見

直
し
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
今
後
も
機
会
を

と
ら
え
て
国
等
に
対
し
て
必

要
な
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

所
手
続
き
や
契
約
行
為
が
多

く
の
場
面
で
必
要
と
な
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
痴

呆
性
高
齢
者
や
知
的
障
害
者

な
ど
、
判
断
能
力
が
十
分
で

な
い
方
々
の
た
め
に
、
成
年

後
見
制
度
が
創
ら
れ
、
す
で

に
三
年
が
経
過
し
て
い
る
。

こ
の
制
度
に
対
す
る
今
後
の

考
え
方
を
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

成
年
後
見

制
度
が
発
足
し
て
か
ら
日
が

浅
い
た
め
、
同
制
度
の
利
用

促
進
を
目
的
と
し
た
普
及
啓

発
活
動
を
行
う
と
共
に
、
相

談
窓
口
を
開
設
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
資
力
が

な
く
、
市
長
申
し
立
て
に
係

る
経
費
や
、
後
見
人
の
報
酬

な
ど
を
負
担
で
き
な
い
方
に

対
し
て
、
成
年
後
見
制
度
の

利
用
支
援
が
必
要
と
考
え
て

お
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

法
人
後
見
も
含
め
、
成
年
後

見
制
度
の
利
用
支
援
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

議
員

介
護
保
険
制
度
が
施

行
さ
れ
、
介
護
施
設
へ
の
入

里
山
づ
く
り
事
業

今
後
の
展
開
は

一
〇
〇
〇
年
の
森
づ
く
り

整
備
計
画
を
聞
く

議
員

高
齢
化
が
一
段
と
進

む
中
、
介
護
保
険
制
度
を
利

用
し
て
い
る
方
々
の
実
態
を

ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

市
長

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
に
つ
い
て
は
、
認
定
者
数

の
お
よ
そ
八
割
の
方
々
が
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
。

所
得
段
階
別
の
サ
ー
ビ
ス
利

用
状
況
に
つ
い
て
も
、
全
階

層
平
均
的
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
中
で
も
在
宅
サ
ー

ビ
ス
利
用
に
つ
い
て
は
、
十

三
年
度
と
十
四
年
度
を
比
較

す
る
と
三
〇
％
以
上
の
高
い

伸
び
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
介
護
保

険
制
度
の
定
着
と
共
に
受
給

者
数
が
伸
び
、
サ
ー
ビ
ス
利

成
年
後
見
制
度

利
用
促
進
策
を
検
討

介
護
保
険
制
度
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
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現
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識
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